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観測から予想される、降着円盤から中心天体への質量降着率を説明するのに必要な角運動量輸送効率は、磁場
を考慮することにより十分説明出来ることが分かってきている。初期に円盤が鉛直磁場に貫かれている場合には、
円盤内部で成長する磁気回転不安定性による角運動量輸送に加え、円盤から噴出する磁気流体ジェットによる角
運動量輸送も質量降着に寄与する。工藤 (2002)らは、軸対称２次元のMHD計算により、磁気回転不安定性の成
長に伴い円盤中でチャネル流が発生し、質量降着率、形成されるジェットによる質量放出率共に増加する事を確
かめた。

今回、我々は磁気回転不安定性が成長している円盤からの質量降着過程とジェットが噴出する過程を大局的な
３次元MHDシミュレーションによって調べた。質量降着過程を調べるため、初期に一様な弱い鉛直磁場に貫か
れた円盤を中心天体から遠方に置いてその後の進化をシミュレートし、どの程度の磁束が中心まで持ち込まれる
か、トーラス物質の中心天体への落下の割合とジェットとして放出される割合を調べた結果を発表する。


